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Fair Consulting Deutschland GmbH 日本国公認会計士

水野 翼氏

国内大手監査法人において約6年間、主にヨーロッパ企業、特にドイツ企業の日本法人
の監査に従事する。その後2014年より3年間、Ernst & Youngミュンヘンオフィスに出向し、
ドイツのグローバル企業の会計監査のほか、現地日系企業の監査にも従事した。
両監査法人在籍中はドイツ語の能力を活かし、クライアント企業の現地従業員とのコ
ミュニケーションや法律条文原文・ドイツ語参考文献等の調査を通じて、質の高いサー
ビスを提供した。
また、学生時代を含め長年ドイツ語圏に在住し当地の言語のみでなく文化・習慣にも通
じており、会計・税務にかぎらず幅広いアドバイスを提供可能である。

ヨーロッパ子会社、内部監査の盲点と対策

ヨーロッパ子会社の管理には、言語・文化・法制度の違いに加え、現地の商習慣や組織構造を踏まえた柔軟な対応が求めら
れます。特に、健全なガバナンス体制を維持するためには、定期的な内部監査の実施が不可欠です。
本セミナーでは、ドイツ・イギリス・オランダ・スペインに直営事務所を展開するフェアコンサルティング・グループが、
実際に内部監査で発見した例をもとに、内部監査の実施時に注意すべきポイントやよくある課題について解説します。

1. 日本本社が見落としがちな管理上の課題とリスク
－時差、距離、言語の壁･･･他の国の子会社よりも実はコミュニケーション不足
－法制度・会計基準の違い･･･日本基準との差異、GDPRなどヨーロッパ特有の制度への対応

2. 内部監査の役割と実施上の留意点
－日本基準の内部監査は通用しない、現地法令・商習慣を踏まえた監査計画の策定
－現地スタッフとの信頼構築の重要性
－リモート監査の活用と現地訪問のバランス

3. 内部監査で発見された“ヒヤリハット事例”
【事例①】ドイツ：現地で一般的な「長期未回収債権の放置」
【事例②】イギリス：経費精算の不備（領収書なしの交際費）、VAT申告の誤り
【事例③】オランダ：移転価格ポリシーの不徹底、ローカルファイル未整備 など

日時 2025年10月24日（金） 日本時間16:00～17:00（開演15分前からアクセス可）

参加方法 Zoom、参加費無料・事前登録制

対象 ヨーロッパ進出企業及び進出検討企業の海外事業部門、内部監査部門、財務経理部門の方 等

定員 500名

共催 株式会社フェアコンサルティング／宝印刷株式会社／株式会社東京海上日動パートナーズTOKIO／
株式会社オービックビジネスコンサルタント／一般財団法人海外投融資情報財団（後援）

お問い合わせ 株式会社オービックビジネスコンサルタント 企業成長支援室 坂本・山口
mail：obc-as@obc.co.jp

※ 講師・共催企業と同業の方、個人の方はお申込みをお断りする場合がございます。
※ 講師・講演内容は予告なく変更になる可能性がございます。
※ 録画、録音、撮影については固くお断りいたします。

ヨーロッパ子会社、内部監査の盲点と対策
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世界36の直営拠点を持つ、会計のプロフェッショナル

フェアコンサルティンググループ アジア、ヨーロッパ、北米、オセアニア等、世界に直
営拠点を持ち、会計のプロフェッショナルでありなが
ら、現地できめ細かいサポートを行う。企業の海外事
業展開ニーズに応じた各種サービスを展開する。https://www.faircongrp.com/
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本編55分、
バッファ5分
（QAなし）

★FCC様
（１）タイトルについて
原案）ヨーロッパ子会社、内部監査のポイント
OBC案）ヨーロッパ子会社、内部監査の盲点と対策

ヨーロッパの集客が心配で、少しキャッチーに変更してみました。
盲点は「管理上の課題とリスク」あたりが当てはまるかと思っています。

（２）内容について
文章箇所は変更していません。

以下の要素を追加しています。
・より具体的な中身がわかるように箇条書き箇所を変更及び追加
・箇条書き1つ目、「日本本社が見落としがちな」を追加しております。メ
インターゲットは日本本社であることと、「見逃していることがあるか
も？！」と思って目に留まるとよいと考えています。

・箇条書き3つ目の小見出しを「内部監査で発見された“ヒヤリハット事
例”」とし、キャッチーさを出しています。

・ヨーロッパを冠するからにはヨーロッパの複数国の話が聞けることを3の
事例で表現（適当に書いてしまいました）

ヨーロッパに精通した水野様だからこそ、【現場】でのお話が聞けると考え
ております。勝手に追記してしまいましたが、この話をしていただきたい、
ということではなく、こういうお話であれば、水野様のご経験値が伝わり、
興味を惹けるのではないかというご提案でございます。ご自由に修正してい
ただいて結構でございます。いかがでしょうか。

原案は以下です）
ヨーロッパ子会社の管理には、言語・文化・法制度の違いに加え、現地の商
習慣や組織構造を踏まえた柔軟な対応が求められます。特に、健全なガバナ
ンス体制を維持するためには、定期的な内部監査の実施が不可欠です。
本セミナーでは、ドイツ・イギリス・オランダ・スペインに直営事務所を展
開するフェアコンサルティング・グループが、実際に内部監査で発見した例
をもとに、内部監査の実施時に注意すべきポイントやよくある課題について
解説します。

• ヨーロッパ子会社の管理上の課題とリスク
• 内部監査の役割と実施上の留意点
• 実際の内部監査で発見された課題事例

• 1ページ目の電球の3点は、概要文の箇条書き次第で変更予定です。
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